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彦根インターチェンジから彦根城までの慢性的な交通渋滞の緩和や観光客の周遊等を目的に、自家用車か

ら専用バスに乗り換えて目的地まで向かう「パーク・アンド・バスライド社会実験」を 2年目の社会実験と

して実施しました。 

今回、2018 年秋は延べ８日間実施され、2017 年より多くの方々に利用していただくことができまし

た。以下、この社会実験の結果概要をお知らせします。 

●実施日：10月13日（土）から11月4日（日）までの土・日・祝日の計8日間実施 

●インター前駐車場の開設時間       8:30から 18:00まで 

●バス運行時間：（行き）彦根城方面    9:00始発 

        （帰り）インター前駐車場方面   16:20最終便 

（イベント時 17:20最終便） 

社会実験の概要 
 

実施内容 
 

■当パーク・アンド・バスライドについて 

パーク・アンド・バスライドとは 

マイカーを専用駐車場に停め、専用バスに乗り換えて目的地ま

で向かうことをいいます。 

実施のメリットは 

利用者にとっては、混雑する可能性の高い道路はバスに乗り、

彦根城など目的地側での駐車場探しや、入庫待ちの心配等を解

消することができます。また、地域にとっては、これらの“う

ろつき交通”等が減り、自動車交通の流れがよりスムーズにな

ることが期待され、また、観光周遊の活性化を期待することが

できます。 

 

 
2017 年の利用者ご意見を反映し、イベント

時はバスを大型とし、夕方に２便を増便、最終

便の発車時刻を 40 分延長し改善しました！ 
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 2017年 2018年 

延べ利用者数 1,275 人 1,422人 

最大日利用者数 
525人 

（11/3（金・祝） 

城まつり） 

621人 
（10/21（日） 

ご当地キャラ博） 

インター前駐車場 

延べ駐車台数 
412台※ 570台 

インター前駐車場 

駐車台数 

（時間最大） 

171台 
（11/3（金・祝） 

14 時台 

城まつり） 

190台 
（10/21（日） 

12時台 

ご当地キャラ博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会実験の結果 
 

2017年と同様、利用した方のほとんどが「満足」、「次回も利用してみたいと思う」と回答をいただきまし

た。 

Ｑ.「利用した感想」をお聞かせください。 
Ｑ.このパーク・アンド・バスライドを次回も利用してみ

たいと思われますか。 

（N=487） 

 

） 

（N=487） 

 

） 

■利用者数・駐車台数 

■利用者の感想【パーク・アンド・バスライド利用者アンケート】 

満足している

66.7%

どちらかといえば

満足している

25.9%

どちらかといえば

不満である

4.1%

不満である

0.4%

無回答

2.9%

利用してみ

たいと思う

64.7%

機会があれば利用

してみたいと思う

32.6%

おそらく利用し

ないと思う

0.8%

わからない

1.4%
無回答

0.4%

「バスの本数が多いと良い」が半数以上と最も多く、次いで「バス停が増えると良い」という回答が多くな

っています。 

Ｑ. パーク・アンド・バスライドについて「改善できると良いと思う」ものを教えてください。 

（回答は複数回答（３つまで）） 

36

277

83

113

73

63

0 100 200 300

バスが時刻表の通りに運行できると良い

バスの本数が多いと良い

バス乗換え駐車場の場所が増えると良い

彦根城の方で停まるバス停が増えると良い

途中のバス停には停まらなくて良いので、シャトルバスがよい

その他

（N=487） 

） 

（人） 

） 

1,422人

621人

1,275人

525人

延べ利用者数

最大日利用者数

今回は、2017 年結果を踏まえバスの大

型化、増便に加え、利用者が協賛店舗の利

用で特典が得られるようにするなど、利

用者増加のための工夫を行いました！ 

この台数は、城周辺駐車場の駐車台数を加えた全台数

925 台の約 20％に相当しており、城周辺の交通混

雑、道路混雑の低減に寄与したものと思われます。 

570台

190台

412台

171台

インター前駐車場

延べ駐車台数

インター前駐車場

駐車台数（時間最大）

2018

2017

※2017 年は延べ駐車台数を計測していないため、１日当りの最大駐車台数の合計値を記載しています。 
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3.8%

37.7%

11.3%
11.3%

5.7%

26.4%

1.9%
1.9% 飲食のできるキッチンカーのような仮設店舗があるとよい

「道の駅」のような総合的な観光施設があるとよい

観光案内所だけあるとよい

トイレや休憩施設だけあるとよい

「イベント広場」のような交流施設があるとよいと思う。

集客的な観光施設ではなく、パーク・アンド・バスライド用の自家用車駐

車場の台数をできるだけ確保すべきだと思う。
その他

無回答

城周辺の駐車場に車を停めた方（当パーク・アンド・バスライドを利用しなかった方）で、スムーズに移動

できなかった理由は渋滞のほか、「駐車場を探していた」「駐車場を調べていた」ことにより時間がかかって

いることがわかりました。 

近隣商店街事業者のほとんどの方が「当パーク・アンド・バスライドが定着すると良い」と回答しています。 

社会実験の結果 
 

Ｑ.スムーズに移動できなかった主な理由をお聞かせください。 

Ｑ.将来、このような「パーク・アンド・バスライド」が定着す

ると良いと思いますか。 

■城周辺駐車場に自家用車を停めた方の状況【一般駐車場利用者アンケート】 

■近隣商店街事業者の印象【近隣商店街事業者アンケート】 

Ｑ. 彦根インター前駐車場に将来的に導入がふさわしいと思われる施設、機能をあげてください。 

また、彦根インター前駐車場に、将来的に導入がふさわしいと思われる施設、機能として多くあげられたも

のは「総合的な観光施設」となっていますが、「パーク・アンド・バスライド用の自家用車駐車場」のように

今回の社会実験の本来の機能をあげている方もみられます。 

渋滞していた

56.1%とめられる駐車

場を探していた

22.0%

駐車場を調べることに

時間がかかった

7.3%

その他

2.4%

無回答

12.2%

とても思う

47.2%
やや思う

30.2%

あまり思わない

7.5%

全く思わない

1.9%

わからない

13.2%

（N=53） 

（N=53） 

（N=41） 
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インター前駐車場の日最大駐車台数は 10月 21日（日）12時台の、190台です。 

この台数は、城周辺駐車場の駐車台数を加えた全台数 925台の約 20％に相当しており、城周辺の交通混

雑、道路混雑の低減に寄与したものと思われます。 

条件にもよりますが、混雑時にパーク・アンド・バスライドを利用すれば１０分ほど早くアクセスできま

す。 

彦根ＩＣ～彦根城の往復の距離、約７km を自家用車からバスに転換したことによ

り、１年間に杉の木 60本が吸収する CO2量に相当する 800kg-CO2（試算値）が

削減され、2017年と合わせると、杉の木 100本が吸収する 1500kg-CO2が削減

されたことになります。 

社会実験の効果【交通面】 
 

約30分 

約40分 

■交通混雑の緩和 

■彦根ＩＣ～彦根城へのアクセス時間 

■CO2の削減 

パーク・アンド・バスライ
ドの方が早くアクセス！ 

パーク・アンド・バスライド 

【バスに乗換えた場合】 

【バスに乗換えずに、自家用車だけ

で京橋口駐車場に停めた場合】 

（彦根ＩＣを出た地点から彦根城表門橋の地点まで到達する所要時間を計測した平均値。

バス待ち時間、駐車場探しに要する時間はバス時刻表、アンケート結果等より設定した） 

自家用車アクセス 

（外町交差点右折ルート） 

（ ）内は 2017年 

【インター前駐車場】 

【大手前駐車場】 

【文化財保存用地駐車場】 

【桜場駐車場】 【二の丸駐車場】 

【京橋口駐車場】 
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パーク・アンド・バスライドの最大日利用者 621 人（10 月 21 日（日））は、同日の入山者数 4,239 人

の 15％を占めており、社会実験のバス運行が観光面に貢献していることが把握できます。 

パーク・アンド・バスライド利用者（駐車した時間） 一般駐車場利用者（駐車する予定時間） 

社会実験の効果【観光面】 
 

パーク・アンド・バスライド利用者の方が、一般駐車場利用者より駐車時間が長くなっています。このこ

とからパーク・アンド・バスライドを利用すると、滞在時間がより長くなる可能性があると考えられます。 

パーク・アンド・バスライド（P&BR）利用者のほうが、彦根城天守閣だけでなく、夢京橋キャッスルロー

ドや四番町スクエアを訪問する割合が高くなっており、周遊効果があると考えられます。 

■利用者数（入山者数に占める割合） 

■駐車時間 

■訪問場所 

（N=487） 

１時間以内

5.1%

２時間

13.3%

３時間

23.4%

４時間

23.2%

５時間

13.3%

６時間

8.6%

７時間

3.3%

８時間

1.8%

その他

1.0% 無回答

6.8% １時間以内

13.3%

２時間

41.5%

３時間

27.0%

４時間

6.6%

５時間

1.2%

６時間

0.4%

９時間以上

0.4%

その他

0.4%

無回答

9.1%

（N=241） 

35.7%

66.5%

46.8%

16.6%

6.8%

3.1%

9.4%

74.3%

38.6%

20.3%

26.1%

14.1%

3.7%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

彦根城天守閣

夢京橋キャッスルロード

四番町スクエア

玄宮園

彦根城博物館

開国記念館

その他

Ｐ＆ＢＲ利用者

一般駐車場利用者



 

 

 

2018 年秋 彦根城パーク・アンド・バスライド社会実験を実施しました 
～マイカーを「彦根インター前駐車場」に停めて専用バスで観光地へ～ 

 
 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街中で、バスに乗る人が増えて自家用車の台数が減るので、環境にもやさ

しく彦根市のイメージアップにつながる施策だと思う。 

城内の駐車場を彦根ＩＣ前などに移せば、その土地は歴史遺産にふさわし

いものとして有効活用をはかることができると思う。 

先進的な都市交通施策として定着することは、彦根市のイメージアップに

つながると思う。 

将来にわたり観光客が確保できる施策と思われ、商店街の集客性にも寄与

するものだと思う。 

その他のメリットがあると思われる場合、その内容を記入してください。 

 

近隣商店街事業者のパーク・アンド・バスライド実施のメリットとして考えられるものは、彦根市のイメ

ージアップであり、土地の有効活用策として、城内の駐車場用地を歴史遺産にふさわしいものに活用すると

いう回答が得られています。 

社会実験の効果【観光面】 
 

■観光のための有効な土地利用 

Ｑ.「パーク・アンド・バスライド」の実施により、どのようなメリットがあると思われますか。（複数回答３つまで） 

33

18

28

16

6

0 10 20 30 40

【実施機関】彦 根 市 

【協議機関】彦根市パーク・アンド・バスライド実施協議会 

【協議会構成】学識（立命館大学・滋賀県立大学）／国土交通省（滋賀国道事務所・滋賀運

輸支局）／滋賀県（湖東土木事務所）／彦根警察署／彦根商工会議所／彦根

観光協会／ＮＥＸＣＯ中日本／湖国バス㈱／彦根市 

【事  務  局】彦根市役所 都市建設部都市計画課 

【事務局支援】玉野総合コンサルタント 

【協   力】彦根ボランティアガイド協会 

 
次回、 

ご利用ください！ 

（2019年（平成 31年）作成） 

■社会実験の課題 

これまで 2017年秋、2018年秋の２回にわたる実験を行い、次のような課題が抽出されました。 

➢ イベント日は多くの方が利用したが、イベントのない日は利用者が少ない状況がみられた。 

➢ これまで無料で実施しており、本格運用を見越して有料での需要や満足度を把握する必要がある。 

➢ 社会実験の利用者の車の台数分だけ、城周辺の交通量が減少していることになるが、全体交通量に

対してその減少分が非常に小さいため、社会実験の施策のみによる抜本的な交通渋滞の緩和は難し

い。 

以上の課題の対応を進めながら今後も引き続き社会実験を行い、より良い

ものへと改善してまいります。 

今後ともご理解・ご協力をお願いします。 


